
１２月の目標 
生活 寒さに負けず元気に生活しよう 

保健 感染症の予防をしよう 

給食 きれいに手をあらおう 
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「ＳＤＧｓへのチャレンジ」 

副校長 鈴木 広宣 
11月 19日・20日の展覧会・学校公開には多数の保

護者の皆様にご来校いただき、誠に有難うございまし

た。児童の思いが込められた作品や学習に取り組む様

子をご覧になっていただくことができ、大変嬉しく思

います。また、感染拡大防止のためにゆずり合ってご

参観いただいたことに感謝申し上げます。 

さて、ＣОＰ26(国連気候変動枠組み条約第 26回締

約国会議）が 11月上旬に開かれました。合意文書に

は、約 250年前頃の産業革命前と比べて「世界の気温

上昇を 1.5℃以下に抑える努力を追求することを決

意する」という目標が明記されました。この目標の実

現は難しいと指摘する専門家もいるそうですが、地球

温暖化の被害を低減するためには何としても実現し

なければならないと考えます。 

小学生の頃の私の記憶です。「電気のつけっぱなし

はいけないよ」「紙を大切にね」など、物を大切にす

るよう、親によく言われていたことを思い出します。

今でも誰もいない部屋に明かりが点いていると消し

て回っている自分を振り返ると、子供の頃の学びや体

験が大切であると実感します。 

本校では、昨年度より「ＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）」について考える学習に取り組み始めました。

ＳＤＧｓは、2015年、国連加盟 193か国が 2030年ま

でに達成するために掲げた 17種類の開発目標です。

現在、世界では、気候や自然環境、貧国・飢餓、健康・

福祉、教育等、多くの課題を抱えています。 

昨年度は、「１２．つくる責任 つかう責任」につ

いて考えてみました。食べずに捨てられてしまう「食

品ロス」があることを知った児童はとても驚き、解決

方法を真剣に考えました。学習後には、これからは食

事や買い物の仕方を見直したい、と児童一人一人が自

分自身の具体的な目標をもつことができました。 

本年度は、個々に関心をもった開発目標を選び、「貧

困」「飢餓」「教育」「気候」「自然」などについて考え

ました。『現状』や『原因』を調べていく過程の中で、

児童は『解決方法』を自分なりに考え、課題意識をよ

り強くもつことができました。 

国連広報センターの根本かおる所長は、「ＳＤＧｓ

の実践には、『ザ・正解』というものはありません。」

と言われます。ＳＤＧｓと向き合って、どうしたら未

来を変える目標に近付くことができるかをそれぞれ

が考え、実行することが何より大切なのだと思います。 

東蒲小のＳＤＧｓへのチャレンジは始まったばかり

です。未来を担う児童のこれからに期待しています！ 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

※12 月の給食費の引き落としは、12 月 15 日（水）です。 

１ 木  

２ 金 

避難訓練 校内人権啓発作品展始 

低学年：４時間授業 高学年：５時間授業 

保護者会（低:13:30～、高:14:30～）  SC 

３ 土  

４ 日        

５ 月 全校朝会 委員会活動  

６ 火 ユニセフ募金（９日まで） 

７ 水 安全指導日 社会科見学（５年） 

８ 木  

９ 金 代表委員会 班長会         SC 

10 土 

土曜授業登校日 土曜補習 

学校公開日 道徳授業地区公開講座 

校内人権啓発作品展終           

11 日  

12 月 全校朝会 

13 火 社会科見学（４年） 

14 水 班活動 

15 木  

16 金 SC 

17 土 小学生駅伝 

18 日  

19 月 全校朝会 クラブ 

20 火  

21 水  

22 木 ４時間授業 給食終 

23 金 ２学期終業式 土曜時程 ４時間授業 

12月 24 日（土）～１月 9 日（月）は、 

               冬季休業日です。 

１２月の学校行事 
ＳＣ…スクールカウンセラー来校日 

＜確認とお願い＞ 

年度当初にご家庭に配付しました『東蒲小学校子どもの

一日』に 4 早退や遅刻をするときは、家の人に送り迎え

をしてもらいます。とあります。これは、地域の見守りが

少ない時間帯に、児童が安全に登下校できるようにするた

めのものです。さらに、校内を移動中の万が一の災害時に

お子様の安全を確保するため、教室での「保護者」から「担

任」への確実な引き渡しにご協力いただきますようお願い

申し上げます。 

「 つづけること 」 
副校長 滝澤 智 

・学習発表会を無事に行うことができました。平成 30

年（2018 年）以来、4 年ぶりの開催となりました。久
しぶりの舞台に上っての表現する経験でした。練習が始
まった時には、大きな声が出ず、動きも小さかったので
すが、練習を重ねるごとに生き生きとした表現になって
いきました。ご家庭での励ましや友達からのアドバイス
などを受け、一人一人がいくつもの壁を乗り越えての素
晴らしい学習発表会になりました。 

 金曜日の児童鑑賞日の最後に全児童に話す機会をい
ただいたので、次のことを話しました。 

・できなくても、あきらめない。失敗しても、落ち込ま
ない。成功しても、油断しない。 

・明日はもっと、よいものにしよう。 

・今日の良かったところを友達同士で伝えあおう。 

 今回からデジタルアンケートにさせていただきまし
た。おかげで、学習発表会終了直後から続々とご返答が
届き、教職員一同、温かいお言葉にホッとし、喜び、次
への活力となりました。 

子供たち同士もお手紙を書き、兄弟学年に届けまし
た。それを笑顔で読んでいる子どもの姿がありました。
一人ではなかなかできないことも、友達同士の励まし合
いで成功につながる経験をしました。 

  

もう師走です。 

12/24(土)～1/9(月)の17日間の冬休みを経て3学期に
なります。リズムのある生活を心がけ、「1 年の計は元
旦にあり」というように、1 月 1 日の「朝」に児童一人
一人が、更なる向上をめざした目標を立てて欲しいと思
います。 

来年 2023 年・令和 5 年は「卯」年です。「卯」は『穏
やかで温厚、飛躍、向上』を表すといわれています。 

今年行った学習や行事で培った「向上し続ける力」で
成長してほしいと思います。 

 
本年度は、個々に関心をもった開発目標を選び、「貧

困」「飢餓」「教育」「気候」「自然」などについて考えま
した。『現状』や『原因』を調べていく過程の中で、児
童は『解決方法』を自分なりに考え、課題意識をより強
くもつことができました。 

 ＜お知らせ＞ 

・トイレの洋式化工事をしました。和式を一部残し、ほ
とんどが洋式になりました。 

・水飲み場の蛇口をレバー式に変えました。手のひらを

使わず水を出すことができ、より衛生的になりました。 

・北側トイレ工事は 12 月いっぱいで完成し、来年 1 月中

旬の検査完了後から使えます。 



  

道徳授業地区公開講座                    道徳担当 石井 崇 

１２月１０日（土）に道徳授業地区公開講座が予定されています。今年度のテーマは「よりよい生

き方」です。 

さて、今年度のテーマである「よりよい生き方」と聞き、どんなイメージをもつでしょうか。「誰

かに親切にする」でしょうか。「地球の環境を守るためには」といったイメージをもつ方もいるかも

しれません。「挨拶や礼儀について」も「よりよい生き方」に含まれます。当日は各学級で担任が児

童に質問を投げかけます。ぜひ、参観された際には保護者の方々も一緒に考えてみてください。 

３校時終了後には、学校・家庭・地域が一体となった道徳教育を進められることを目的とした保護

者対象の意見交換会があります。子ども達の豊かな心の育成のためには学校や家庭、地域の方々との

連携が必要です。子ども達と同様、私たち大人も「考え、議論する」機会になればと思います。 

 

補習教室                          補習教室担当 田中 彩子 

 今年度の補習教室は、３年生以上の学年が１学期より始めることができました。補習内容は学習の進

捗状況に合わせたプリントを用意して行っています。各児童は、講師の先生の指導にも慣れ、困ったこ

とや分からないことは質問をし、自分の課題を解決して帰るようにしています。 

 ３年生は、コンパス学習が初めてなので使い方に慣れず、思うように円を作図できない児童がいまし

た。じっくり時間をかけ、ゆっくり取り組める補習の時間に練習することで、どこを持つと回しやすい

か、コンパスの回し方に必要な工夫をしながら、少しずつ円をかけるようになりました。また、高学年

になると、数直線や線分図などに、２つの数量の関係を示す学習が増えてきます。基になる量をこの幅

で示すのであれば、もう一方の数量はこの幅になると考えて、数量の感覚を養わせるようにもしていま

す。その時間の見通しをもって取り組もうとする姿が見られます。お互いに、励まし合ったり、教え合

ったりする様子も見られ、頼もしく感じます。 

 補習の時間が、各児童にとって、有意義な時間になるように、今後も工夫していきます。 

 

 

 

 

 
 

外国語活動              外国語担当 関澤 英昭 

 今年度も、高学年は週２時間、中学年は週１時間、低学年は月１時間ほど外国語（外国語活動）に親

しんでいます。今年度の ALTはノエラ キム先生（ノエラ先生）で、月曜日と水曜日に来て担任と共に学

習を進めています。 

外国語を活かしながらゲームやアクティヴィティーにどの学年も取り組んでいます。CDや ALTから聞

こえてくる英語を聞き取り、質問に答えたり、自分の話す英語が友達や先生に通じたりすることの喜び

を感じられる学習を日々提供できるように、外国語担当やＡＬＴと更なる協力をして取り組んでいきま

す。 

各ご家庭でも、今どんな学習をしているかなど、声を掛けてみてください。お子さんの新たな成長を

見ることができるかもしれません。 

 

 

 

 


